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演
者
は
こ
れ
ま
で
、
満
洲
医
科
大
学
が
古
医
籍
を
集
害
し
た
経

緯
と
そ
の
後
の
移
動
に
つ
い
て
、
以
下
の
こ
と
を
報
告
し
て
き

た
。

一
九
二
九
年
、
当
時
満
鉄
副
総
裁
だ
っ
た
松
岡
洋
右
氏
は
漢
籍

古
書
の
散
供
し
て
ゆ
く
情
況
を
憂
い
、
大
連
満
鉄
図
書
館
に
命
じ

て
当
時
の
二
十
万
円
を
投
じ
、
北
京
の
書
騨
か
ら
三
万
冊
の
古
書

を
購
入
さ
せ
た
。
う
ち
古
医
籍
一
四
一
四
種
・
約
六
千
冊
が
南
満

医
学
堂
、
後
の
満
州
医
大
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
整
理
・
研
究
に

あ
た
っ
た
の
が
岡
西
為
人
氏
ら
の
中
国
医
学
研
究
室
と
後
の
東
亜

医
学
研
究
所
で
、
蔵
書
目
録
の
『
中
国
医
学
書
目
』
二
九
三
二

と
「
続
中
国
医
学
書
目
』
（
一
九
四
一
）
か
ら
概
要
が
分
か
る
。

一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
で
満
洲
医
大
は
中
華
民
国
の
国
立
藩

陽
医
学
院
と
改
名
さ
れ
、
岡
西
氏
は
四
八
年
五
月
ま
で
留
用
さ
れ

た
。
こ
の
前
後
、
古
医
籍
の
多
く
が
民
国
政
府
の
中
央
衛
生
研
究

68

満
洲
医
科
大
学
旧
蔵
古
医
籍
の
行
方

真
柳
誠

院
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
が
、
正
確
な
年
代
は
分
か
ら
な
い
。
さ

ら
に
四
九
年
に
新
中
国
と
な
り
、
五
五
年
に
北
京
に
創
設
さ
れ
た

中
医
研
究
院
に
旧
満
洲
医
大
の
古
医
籍
が
移
管
さ
れ
、
現
在
に
い

た
る
。
す
な
わ
ち
、
大
連
満
鉄
図
書
館
↓
南
満
医
学
堂
↓
満
州
医

大
↓
国
立
藩
陽
医
学
院
↓
中
央
衛
生
研
究
院
↓
現
中
国
中
医
研
究

院
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

さ
て
演
者
は
二
○
○
三
年
夏
、
中
国
各
地
を
訪
書
し
、
以
下
の

二
図
書
館
に
て
別
経
緯
で
伝
わ
っ
た
旧
満
洲
医
大
所
蔵
古
医
籍
の

存
在
を
知
っ
た
。

第
一
は
藩
陽
市
に
あ
る
中
国
医
科
大
学
の
蔵
書
で
、
当
校
は
藩

陽
医
学
院
の
後
身
、
す
な
わ
ち
満
洲
医
大
の
後
身
で
も
あ
る
。
当

校
図
書
館
の
古
医
籍
カ
ー
ド
は
八
八
四
枚
あ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
一
部
に
洋
装
本
も
あ
る
の
で
、
書
庫
で
線
装
本
だ
け
数
え
た

と
こ
ろ
九
一
五
タ
イ
ト
ル
あ
っ
た
。
カ
ー
ド
数
よ
り
多
い
の
は
、

同
一
書
の
上
畉
と
下
峡
が
別
々
の
書
架
に
置
か
れ
る
例
が
多
い
た

め
だ
ろ
う
。
う
ち
古
医
籍
は
七
七
九
タ
イ
ト
ル
あ
り
、
元
印
『
聖

済
総
録
』
残
巻
、
「
解
体
新
書
』
全
畉
本
、
明
・
趙
開
美
版
「
仲

景
全
書
」
等
が
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
諸
家
・
史
書
・
類
書
・
目
録

等
が
一
二
二
タ
イ
ト
ル
あ
っ
た
。
う
ち
岡
西
氏
『
宋
以
前
医
籍
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考
」
一
五
冊
は
、
第
一
～
四
冊
が
藩
陽
医
学
院
刊
の
活
字
本
、
第

五
冊
目
以
降
が
岡
西
氏
の
精
綴
な
万
年
筆
手
校
本
で
驚
く
ば
か
り

だ
っ
た
。

こ
れ
ら
古
典
籍
に
は
満
鉄
・
満
洲
医
大
の
旧
蔵
印
や
、
一
九
五

四
年
の
中
国
医
科
大
収
蔵
印
が
あ
る
一
方
、
両
者
の
中
間
期
に
当

た
る
藩
陽
医
学
院
の
蔵
書
印
が
な
ぜ
か
な
い
。
こ
れ
ら
を
岡
西
氏

が
日
本
に
持
ち
出
そ
う
と
し
て
い
た
と
も
灰
間
し
た
。
す
る
と
古

医
籍
の
多
く
が
藩
陽
医
学
院
に
移
管
さ
れ
た
際
、
研
究
に
必
要
な

書
や
貴
重
書
が
別
に
一
括
し
て
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
一
九

五
四
年
に
な
っ
て
中
国
医
科
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
不
可
思
議
な
こ
と
に
、
遼
寧
中
医
学
院
図
書
館
の
蔵
書
票
が

古
医
籍
各
書
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
同
校
は
一
九
五
八
年
に
灌
陽
に

創
設
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
設
立
に
あ
た
り
古
医
籍
が
一
度
移
管
さ

れ
た
後
、
再
び
中
国
医
科
大
学
に
戻
っ
た
ら
し
い
。

第
二
は
呼
和
浩
特
（
フ
フ
ホ
ト
）
市
の
内
蒙
古
図
書
館
で
、
日

本
関
連
古
医
籍
を
中
心
に
五
二
点
を
閲
覧
し
た
が
、
う
ち
九
点
に

満
洲
医
大
・
中
国
医
科
大
・
遼
寧
中
医
学
院
の
蔵
印
等
を
認
め

た
。
別
に
藩
陽
医
学
院
に
よ
る
「
岡
西
為
人
先
生
寄
贈
／
中
華
民

国
三
七
（
一
九
四
八
）
年
五
月
四
日
」
の
記
入
と
、
中
国
医
科

大
・
遼
寧
中
医
学
院
の
蔵
印
等
が
あ
る
書
も
一
点
あ
っ
た
。
し
か

も
こ
れ
ら
全
て
の
峡
に
は
、
「
中
国
書
店
／
幾
冊
幾
元
」
の
票
が

貼
ら
れ
て
い
る
。
当
図
書
館
の
古
籍
担
当
者
に
よ
る
と
、
恐
ら
く

七
○
年
代
後
期
に
北
京
の
古
書
店
で
あ
る
中
国
書
店
よ
り
購
入
し

た
も
の
と
い
う
。
す
る
と
こ
れ
ら
の
書
は
、
文
革
の
動
乱
期
に
遼

寧
中
医
学
院
な
い
し
中
国
医
科
大
学
か
ら
北
京
の
中
国
書
店
に
流

れ
、
内
蒙
古
図
書
館
が
七
○
年
代
後
期
に
購
入
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。以

上
を
要
す
る
に
、
満
洲
医
大
旧
蔵
の
古
医
籍
は
主
に
現
中
医

研
究
院
に
移
管
さ
れ
た
他
、
い
さ
さ
か
複
雑
な
経
緯
で
現
中
国
医

科
大
学
に
残
り
、
そ
の
一
部
は
古
書
店
を
経
由
し
て
内
蒙
古
図
書

館
等
に
購
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

本
稿
は
文
科
省
平
成
十
五
・
十
六
年
度
科
研
費
・
特
定
領
域
研

究
（
２
）
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
薬
書
の
流
通
と
相
互
影
響
」

に
よ
る
。

（
茨
城
大
学
人
文
学
部
／
北
里
研
究
所
東
医
研
）


